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組合せと工夫で、高精度・高難度試作部品の製作に挑む 
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客先・社内技術者達と折衝しながらより高次な試作部品

の製作検討を行う 

（現在の仕事）  

 製造課長として会社全体(旋盤・歯切り・マシニング・

放電加工・研磨分野等)の技術的な牽引者である。また、

技能五輪出場選手の指導も行っている 

（得意な分野） 

 形状がめまぐるしく変わる自動車用精密歯車の試作

製品の製作のため、歯車を含む様々な３次元形状の製品

に対応するマクロプログラムを数多く作成し、類似の加

工を変数だけで処理する流れを完成させた。ＣＡＭを使

用し、３Ｄ形状をモデリングして５軸マシニングを使

い、複雑な形状の製品を製作し、顧客からの信頼を得て

きた。 

機械加工の基礎をしっかりと押さえ、積極的にチャレン

ジする事 

若いうちに学んだ機械加工の基礎が、現在の自身の仕

事にも役に立っています。加工に関する土台をしっかり

と築いておくことで、一歩先の仕事への挑戦を可能にす

ると思います。また、土台がしっかりしている事は、 

挑戦した結果失敗した際の、原因分析をする際にも役に

立ちます。そうした一連の流れの中で仕事の質を高めら

れることで、ものづくりの楽しさを感じ、また新たに挑

戦し、成功・失敗をくりかえし、楽しさを感じる良いサ

イクルになっていくのではないでしょうか。 

 


